
三

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画
作
成
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
で
当
該
条

例
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
に
係
る
設
計
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
図
書

四

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
計
画

作
成
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
で
当
該
条
例
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
に

係
る
設
計
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又

は
ロ
に
定
め
る
図
書

イ

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明

を
行
つ
た
場
合

同
項
に
規
定
す
る
書
面

イ

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

説
明
を
行
つ
た
場
合

同
項
に
規
定
す
る
書
面

ロ

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
三
条
第
二
項
の
意
思
の
表
明
が
あ

つ
た
場
合

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
九
条
に
規
定

す
る
書
面

ロ

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
六
十
七
条
の
五
第
二
項
の
意
思
の
表
明

が
あ
つ
た
場
合

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
十
条
の
五

に
規
定
す
る
書
面

５

建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
は
、
法
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
図
書
を
作
成
し
た
日
（
前
項
第
三

号
ロ
に
規
定
す
る
図
書
に
あ
つ
て
は
、
受
領
し
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
十
五
年
間
当
該
図
書
を
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５

建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
は
、
法
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
図
書
を
作
成
し
た
日
（
前
項
第
三

号
ロ
及
び
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
図
書
に
あ
つ
て
は
、
受
領
し
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
十
五
年
間
当
該
図
書
を

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
建
設
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
係
る
指
定
区
分
）

（
指
定
確
認
検
査
機
関
に
係
る
指
定
区
分
）

第
十
五
条

法
第
七
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
確
認
検
査
の
業
務
の
区
分
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条

法
第
七
十
七
条
の
十
八
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
確
認
検
査
の
業
務
の
区
分
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
（
当
該
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
建
築
基
準
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
百
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
建
築
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
確
認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

一

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
（
当
該
建
築
物
の
計
画
に
含
ま
れ
る
建
築
基
準
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
百
四
十
六
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
建
築
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
建
築
確
認
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

二

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
完
了
検
査
及
び
中
間
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の

指
定

二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
完
了
検
査
及
び
中
間
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の

指
定

二
の
二

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
仮
使
用
認
定
（
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第

二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
仮
使
用
の
認
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

二
の
二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
仮
使
用
認
定
（
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第

二
号
（
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
仮
使
用
の
認
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

三

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
建
築
確
認
を
行

う
者
と
し
て
の
指
定

三

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
建
築
確
認
を
行

う
者
と
し
て
の
指
定

四

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
完
了
検
査
及
び

中
間
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

四

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
完
了
検
査
及
び

中
間
検
査
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

四
の
二

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
仮
使
用
認

定
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

四
の
二

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
の
仮
使
用
認

定
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

五
〜
十
四
の
二

（
略
）

五
〜
十
四
の
二

（
略
）

（
確
認
検
査
員
又
は
副
確
認
検
査
員
の
数
）

（
確
認
検
査
員
又
は
副
確
認
検
査
員
の
数
）

第
十
六
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
数
は
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
確
認

検
査
を
行
お
う
と
す
る
件
数
を
、
次
の
表
の

欄
に
掲
げ
る
建
築
物
、
建
築
設
備
及
び
工
作
物
の
別
並
び
に

欄
に
掲
げ
る
建
築
確
認
、
完
了
検
査
、
中
間
検
査
及
び
仮
使
用
認
定
の
別
に
応
じ
て
区
分
し
、
当
該
区
分
し
た

件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

欄
に
掲
げ
る
値
で
除
し
て
得
た
数
を
合
計
し
た
も
の
（
一
未
満
の
端
数
は
切
り
上

げ
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
し
た
数
が
二
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
二
と
す
る
。

第
十
六
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
数
は
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
確
認

検
査
を
行
お
う
と
す
る
件
数
を
、
次
の
表
の

欄
に
掲
げ
る
建
築
物
、
建
築
設
備
及
び
工
作
物
の
別
並
び
に

欄
に
掲
げ
る
建
築
確
認
、
完
了
検
査
、
中
間
検
査
及
び
仮
使
用
認
定
の
別
に
応
じ
て
区
分
し
、
当
該
区
分
し
た

件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

欄
に
掲
げ
る
値
で
除
し
て
得
た
数
を
合
計
し
た
も
の
（
一
未
満
の
端
数
は
切
り
上

げ
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
し
た
数
が
二
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
二
と
す
る
。
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第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

（
略
）

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

（
略
）

第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
（
令

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
に
係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る

建
築
物
に
限
る
。）

完
了
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

二
千
六
百

第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
（
令

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
に
係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る

建
築
物
に
限
る
。）

完
了
検
査

八
百
六
十

完
了
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

八
百
六
十

中
間
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

二
千
六
百

中
間
検
査

八
百
六
十

中
間
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

八
百
六
十

仮
使
用
認
定

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

二
千
六
百

仮
使
用
認
定

八
百
六
十

仮
使
用
認
定

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

八
百
六
十

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

建
築
確
認

千
三
百

第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項

建
築
確
認

五
百
九
十

第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る
建
築
物
を
除
く
。）

完
了
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

千
六
百

第
四
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受

け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を
有
す
る
建
築
物
を
除
く
。）

完
了
検
査

七
百
二
十

完
了
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

七
百
二
十
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中
間
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

二
千

中
間
検
査

七
百
八
十

中
間
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

七
百
八
十

仮
使
用
認
定

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

千
六
百

仮
使
用
認
定

七
百
二
十

仮
使
用
認
定

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

七
百
二
十

第
十
五
条
第
三
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

（
略
）

第
十
五
条
第
三
号
か
ら
第
四
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

（
略
）

完
了
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

八
百
五
十

完
了
検
査

五
百
十

完
了
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

五
百
十

中
間
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

千
五
百

中
間
検
査

六
百
八
十

中
間
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

六
百
八
十
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仮
使
用
認
定

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

八
百
五
十

仮
使
用
認
定

五
百
十

仮
使
用
認
定

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

五
百
十

第
十
五
条
第
五
号
か
ら
第
六
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

（
略
）

第
十
五
条
第
五
号
か
ら
第
六
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

（
略
）

完
了
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

四
百
三
十

完
了
検
査

三
百
二
十

完
了
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

三
百
二
十

中
間
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

六
百
九
十

中
間
検
査

四
百
五
十

中
間
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

四
百
五
十

仮
使
用
認
定

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

四
百
三
十

仮
使
用
認
定

三
百
二
十

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



仮
使
用
認
定

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

三
百
二
十

第
十
五
条
第
七
号
か
ら
第
八
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

（
略
）

第
十
五
条
第
七
号
か
ら
第
八
号
の
二
ま
で
の
建
築
物

（
略
）

完
了
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

二
百
八
十

完
了
検
査

二
百
三
十

完
了
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

二
百
三
十

中
間
検
査

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

四
百
六
十

中
間
検
査

三
百
四
十

中
間
検
査

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

三
百
四
十

仮
使
用
認
定

（
遠
隔
か
ら

検
査
を
行
う

場
合
に
限

る
。）

二
百
八
十

仮
使
用
認
定

二
百
三
十

仮
使
用
認
定

（
実
地
に
検

査
を
行
う
場

合
に
限
る
。）

二
百
三
十

（
略
）

（
略
）

（
図
書
の
保
存
）

（
図
書
の
保
存
）

第
二
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
施
行
規
則
第
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
一
条
の
三
、
施
行
規
則
第
二
条
の
二
及

び
施
行
規
則
第
三
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
、
施
行
規
則
第
四

条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
の
八
並
び
に
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定

す
る
図
書
及
び
書
類
、
施
行
規
則
第
三
条
の
五
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
七
第
三
項
第
二
号
、
施

行
規
則
第
四
条
の
十
四
第
三
項
第
二
号
及
び
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、

法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）第
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。）と
す
る
。

第
二
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
二
十
九
第
二
項
の
確
認
検
査
の
業
務
に
関
す
る
書
類
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
も
の
は
、
施
行
規
則
第
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
一
条
の
三
、
施
行
規
則
第
二
条
の
二
及

び
施
行
規
則
第
三
条
、
施
行
規
則
第
四
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
、
施
行
規
則
第
四

条
の
十
一
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
規
則
第
四
条
の
八
並
び
に
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
第
二
項
に
規
定

す
る
図
書
及
び
書
類
、
施
行
規
則
第
三
条
の
五
第
三
項
第
二
号
、
施
行
規
則
第
四
条
の
七
第
三
項
第
二
号
、
施

行
規
則
第
四
条
の
十
四
第
三
項
第
二
号
及
び
施
行
規
則
第
四
条
の
十
六
の
二
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、

法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
並
び
に
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定

通
知
書
又
は
そ
の
写
し
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十

八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
）第
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
認
定
書
の
写
し
、

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
規
定
す
る
通
知
書
又
は
そ
の
写
し
。）と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



（
指
定
性
能
評
価
機
関
に
係
る
指
定
の
区
分
）

（
指
定
性
能
評
価
機
関
に
係
る
指
定
の
区
分
）

第
五
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
五
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
七
条
の
三
十
六
第
二
項
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条

法
第
七
十
七
条
の
五
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
七
条
の
三
十
六
第
二
項
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
十
の
二

（
略
）

一
〜
十
の
二

（
略
）

十
一

令
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
令
第
四
十
六
条
第
四
項
の
認
定
に
係
る
性
能
評
価
を
行
う

者
と
し
て
の
指
定

十
一

令
第
四
十
六
条
第
四
項
の
表
一
の

項
の
認
定
に
係
る
性
能
評
価
を
行
う
者
と
し
て
の
指
定

十
二
〜
三
十
九

（
略
）

十
二
〜
三
十
九

（
略
）

（
性
能
評
価
の
方
法
）

（
性
能
評
価
の
方
法
）

第
六
十
三
条

法
第
七
十
七
条
の
五
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
七
条
の
四
十
二
第
一
項
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
方
法
に
従
い
、
評
価
員
二
名
以
上
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と

す
る
。

第
六
十
三
条

法
第
七
十
七
条
の
五
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
七
条
の
四
十
二
第
一
項
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
方
法
に
従
い
、
評
価
員
二
名
以
上
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
と

す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

次
に
掲
げ
る
認
定
に
係
る
性
能
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
認
定
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
試
験
方
法
に
よ
り
性
能
評
価
を
行
う
こ
と
。

四

次
に
掲
げ
る
認
定
に
係
る
性
能
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
認
定
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
試
験
方
法
に
よ
り
性
能
評
価
を
行
う
こ
と
。

イ
〜
ヘ

（
略
）

イ
〜
ヘ

（
略
）

ト

令
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
令
第
四
十
六
条
第
四
項
又
は
施
行
規
則
第
八
条
の

三
の
規
定
に
基
づ
く
認
定

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
試
験
方
法

ト

令
第
四
十
六
条
第
四
項
の
表
一
の

項
又
は
施
行
規
則
第
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
認
定

次
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
試
験
方
法

〜

（
略
）

〜

（
略
）

五

（
略
）

五

（
略
）

別
記

別
記

第
二
号
様
式
（
第
十
四
条
関
係
）（
Ａ
４
）

第
二
号
様
式
（
第
十
四
条
関
係
）（
Ａ
４
）

確
認
検
査
の
業
務
の
予
定
件
数

確
認
検
査
の
業
務
の
予
定
件
数

推
定
件
数

業
務

の
区

分
遠
隔
か
ら
検
査
を

行
う
場
合

実
地
に
確
認
検
査
を

行
う
場
合

業
務

の
区

分
推
定
件
数

床
面
積
の
合
計
が
300



以
内
の
建
築
物
（
法
第
６
条
第







１
項
第
３
号







に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
68条
の
10第
１

項
の
認
定
（
令
第
136条

の
２
の
11第

１
号
に
係
る
認
定

に
限
る
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築

物
の
部
分
を
有
す
る
建
築
物
に
限
る
。）

建
築
確
認

件
床
面
積
の
合
計
が
500



以
内
の
建
築
物
（
法
第
６
条
第
１
項
第
４
号











に
掲
げ
る

建
築
物
及
び
法
第
68条

の
10第

１
項
の
認
定
（
令
第
136条

の
２
の
11第

１
号
に

係
る
認
定
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を

有
す
る
建
築
物
に
限
る
。）

建
築
確
認

件

完
了
検
査

件
完
了
検
査

件
完
了
検
査

件

中
間
検
査

件
中
間
検
査

件
中
間
検
査

件

仮
使
用
認
定

件
仮
使
用
認
定

件
仮
使
用
認
定

件

床
面
積
の
合
計
が
300



以
内
の
建
築
物
（
法
第
６
条
第







１
項
第
３
号







に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
法
第
68条
の
10第
１

項
の
認
定
を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物
の
部
分
を

有
す
る
建
築
物
を
除
く
。）

建
築
確
認

件
床
面
積
の
合
計
が
500



以
内
の
建
築
物
（
法
第
６
条
第
１
項
第
４
号











に
掲
げ
る

建
築
物
及
び
法
第
68条
の
10第
１
項
の
認
定
を
受
け
た
型
式
に
適
合
す
る
建
築
物

の
部
分
を
有
す
る
建
築
物
を
除
く
。）

建
築
確
認

件

完
了
検
査

件
完
了
検
査

件
完
了
検
査

件

中
間
検
査

件
中
間
検
査

件
中
間
検
査

件

仮
使
用
認
定

件
仮
使
用
認
定

件
仮
使
用
認
定

件

床
面
積
の
合
計
が
300



を
超
え
、
2000

以
内
の
建
築

物
建
築
確
認

件
床
面
積
の
合
計
が
500



を
超
え
、
2000

以
内
の
建
築
物

建
築
確
認

件

完
了
検
査

件
完
了
検
査

件
完
了
検
査

件

中
間
検
査

件
中
間
検
査

件
中
間
検
査

件

仮
使
用
認
定

件
仮
使
用
認
定

件
仮
使
用
認
定

件
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床面積の合計が2000を超え、10000以内の
建築物

建築確認 件 床面積の合計が2000を超え、10000以内の建築物 建築確認 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

床面積の合計が10000を超える建築物 建築確認 件 床面積の合計が10000を超える建築物 建築確認 件

完了検査 件 完了検査 件 完了検査 件

中間検査 件 中間検査 件 中間検査 件

仮使用認定 件 仮使用認定 件 仮使用認定 件

（略） （略）

（略） （略）
第二号の二様式（第十四条関係）（Ａ４） 第二号の二様式（第十四条関係）（Ａ４）

過去20事業年度以内における確認検査の実施件数 過去20事業年度以内における確認検査の実施件数
（略） （略）

業 務 の 区 分 実施件数 業 務 の 区 分 実施件数

床面積の合計が300


以内の建築物 （略） 床面積の合計が500


以内の建築物 （略）

床面積の合計が300


を超え、2000以内の建築物 （略） 床面積の合計が500


を超え、2000以内の建築物 （略）

（略） （略） （略） （略）

備考１ 申請の日の属する事業年度の前事業年度から起算して過去20事業年度以内において行っ
た確認検査の件数（遠隔の検査及び実地の確認検査の合計の件数とする。以下同じ。


）を記

載すること。ただし、建築物の安全性の確保を図るための建築基準法等の一部を改正する
法律（平成18年法律第92号。以下「改正法」という。）の施行の際現に改正法第１条の規定
による改正前の建築基準法（以下「旧基準法」という。）第６条の２第１項（旧基準法第87
条第１項、第87条の２又は第88条第１項若しくは第２項において準用する場合を含む。）又
は第７条の２第１項（旧基準法第87条の２又は第88条第１項若しくは第２項において準用
する場合を含む。）の規定による指定を受けている場合は、改正法の施行の日（平成19年６
月20日）から起算して20年を経過する日までの間は、平成19年６月20日から申請の日の属
する事業年度の開始の日の前日までの間において行った確認検査の件数を記載すること。

備考１ 申請の日の属する事業年度の前事業年度から起算して過去20事業年度以内において行っ
た確認検査の件数


を記載すること。ただし、建築物の安全性の確保を図るための建築基準

法等の一部を改正する法律（平成18年法律第92号。以下「改正法」という。）の施行の際現
に改正法第１条の規定による改正前の建築基準法（以下「旧基準法」という。）第６条の２
第１項（旧基準法第87条第１項、第87条の２又は第88条第１項若しくは第２項において準
用する場合を含む。）又は第７条の２第１項（旧基準法第87条の２又は第88条第１項若しく
は第２項において準用する場合を含む。）の規定による指定を受けている場合は、改正法の
施行の日（平成19年６月20日）から起算して20年を経過する日までの間は、平成19年６月
20日から申請の日の属する事業年度の開始の日の前日までの間において行った確認検査の
件数を記載すること。

２ （略） ２ （略）

（ 国 土 交 通 省 の 所 管 す る 法 令 に 係 る 民 間 事 業 者 等 が 行 う 書 面 の 保 存 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 国 土 交 通 省 の 所 管 す る 法 令 に 係 る 民 間 事 業 者 等 が 行 う 書 面 の 保 存 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 十 七 年 国 土 交 通 省 令 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 三 条 及 び 第 四 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 三 条 及 び 第 四 条 関 係 ）

（ 略 ） （ 略 ）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令

第
五
号
）

第
四
十
九
条
第
四
項

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令

第
五
号
）

第
五
十
三
条
第
四
項

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全

法
第
二
十
五
条
の
五
十
三
第
二
項

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全

法
第
二
十
五
条
の
五
十
三
第
二
項

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）

第
二
十
七
条
第
一
項

（
略
）

（
略
）

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則

第
四
十
一
条
第
十
号
及
び
第
七
十
九
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則

第
二
十
一
条
の
四
、
第
四
十
五
条
第
十
号
及
び
第

八
十
条
の
五

（
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
特
定
建
築
行
為
の
許
可
の
申
請
書
の
添
付
図
書
）

（
特
定
建
築
行
為
の
許
可
の
申
請
書
の
添
付
図
書
）

第
五
十
四
条

法
第
八
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
図
書
は
、特
定
建
築
物
位
置
図
、

法
第
七
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証
の
写
し
又
は
都
市
計
画
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検

査
済
証
の
写
し
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
面
を
含
み
、
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
開
発
区
域
内
の

土
地
に
お
い
て
特
定
建
築
行
為
を
行
う
場
合
に
限
る
。）及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
四
条

法
第
八
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
図
書
は
、特
定
建
築
物
位
置
図
、

法
第
七
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証
の
写
し
又
は
都
市
計
画
法
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検

査
済
証
の
写
し
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
面
を
含
み
、
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
開
発
区
域
内
の

土
地
に
お
い
て
特
定
建
築
行
為
を
行
う
場
合
に
限
る
。）及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
条
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
法
第
八
十
二
条
の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
図
書

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
図
書
の
ほ
か
、
前
号
の
表
の

項
に
掲
げ
る

図
書
）

二

次
条
第
二
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
法
第
八
十
二
条
の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
図
書

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
図
書
の
ほ
か
、
前
号
の
表
の

項
に
掲
げ
る

図
書
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
う
ち
、
木
造
の
建
築
物
（
地
階

を
除
く
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
も
の
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
又
は
高
さ
が
十

六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
場
合

前
号
の
表
の

項
、

項
、

項
及
び

項
に
掲

げ
る
図
書

ロ

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
あ
る
場
合

前
号
の
表
の

項
、

項
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
図
書

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

ニ

木
造
と
木
造
以
外
の
構
造
と
を
併
用
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
木
造
の
構
造
部
分
が
建
築
基
準
法
第
六
条

第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
地
階
を
除
く
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
も
の
、
延
べ
面
積

が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
又
は
高
さ
が
十
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。）に
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
場
合

前
号
の
表
の

項
、

項
、

項
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
図
書

ニ

木
造
と
木
造
以
外
の
構
造
と
を
併
用
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
木
造
の
構
造
部
分
が
建
築
基
準
法
第
六
条

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

前
号
の
表
の

項
、

項
、

項
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
図
書

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（ 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 国 土 交 通 省 令 第 八 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応

し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 と し て 移 動 し 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改

正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 加 え る 。

改 正 後 改 正 前

様式第五（第四十一条関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第五（第四十一条関係）（日本産業規格Ａ列４番）
（略） （略）
（第三面） （第三面）

低炭素建築物新築等計画 低炭素建築物新築等計画
１．新築等をしようとする建築物の位置、延べ面積、構造、設備及び用途並びに敷地面積に関す
る事項

１．新築等をしようとする建築物の位置、延べ面積、構造、設備及び用途並びに敷地面積に関す
る事項

［建築主等に関する事項］ ［建築主等に関する事項］

【１．地名地番】～【14．住宅部分の床面積】 （略） 【１．地名地番】～【14．住宅部分の床面積】 （略）

【15．建築物全体のエネルギー消費性能】 【15．建築物全体のエネルギー消費性能】
【イ．非住宅建築物】 【イ．非住宅建築物】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）
（基準値 ＭＪ／（・年）） （基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）
（基準値 ＭＪ／（・年）） （基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外 令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

【ロ．一戸建ての住宅】 【ロ．一戸建ての住宅】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ） 外皮平均熱貫流率 Ｗ／（・Ｋ）
（基準値 Ｗ／（・Ｋ）） （基準値 Ｗ／（・Ｋ））
冷房期の平均日射熱取得率 冷房期の平均日射熱取得率
（基準値 ） （基準値 ）

基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）

基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

【ハ．共同住宅等】 【ハ．共同住宅等】
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部分の
基準

【ニ．複合建築物】 【ニ．複合建築物】
基準省令第10条第３号イの基準 基準省令第10条第３号イの基準
（非住宅部分） （非住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）
（基準値 ＭＪ／（・年）） （基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）
（基準値 ＭＪ／（・年）） （基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外 令和４年改正基準省令附則第３項の規定による適用除外
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

基準省令第10条第１号ロの基準 基準省令第10条第１号ロの基準
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

令和４年改正基準省令附則第３項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする部
分の基準

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）

基準省令第10条第２号ロの基準 基準省令第10条第２号ロの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする基
準

令和４年改正基準省令附則第４項に規定する増築、改築又は修繕等をする基
準

基準省令第10条第３号ロの基準 基準省令第10条第３号ロの基準
（非住宅部分） （非住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第１号イの基準 基準省令第10条第１号イの基準
年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年） 年間熱負荷係数 ＭＪ／（・年）
（基準値 ＭＪ／（・年）） （基準値 ＭＪ／（・年））
ＢＰＩ（ ） ＢＰＩ（ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第１号イの基準 基準省令第１条第１項第１号イの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）
（ＢＥＩの基準値 ）
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（住宅部分） （住宅部分）
（外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項） （外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項）
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
基準省令第10条第２号イの基準 基準省令第10条第２号イの基準
国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
基準省令第１条第１項第２号ロの基準 基準省令第１条第１項第２号ロの基準
基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
ＢＥＩ（ ） ＢＥＩ（ ）

国土交通大臣が認める方法及びその結果 国土交通大臣が認める方法及びその結果
（ ） （ ）

令
和

年

月


日
金
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
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
号
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





（複合建築物） （複合建築物）
（一次エネルギー消費量に関する事項） （一次エネルギー消費量に関する事項）
誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導基準一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年 誘導設計一次エネルギー消費量 ＧＪ／年
誘導ＢＥＩ（ ） 誘導ＢＥＩ（ ）
（誘導ＢＥＩの基準値 ） （誘導ＢＥＩの基準値 ）

【16．再生可能エネルギー利用設備】～【19．備考】 （略） 【16．再生可能エネルギー利用設備】～【18．備考】 （略）

（注意） （注意）
１．～７． （略） １．～７． （略）
８．【15．建築物のエネルギー消費性能】の欄は、【７．建築物の用途】の欄において選択した用
途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してください。なお、
イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

８．【15．建築物のエネルギー消費性能】の欄は、【７．建築物の用途】の欄において選択した用
途に応じて、イからニまでのいずれかについて、以下の内容に従って記載してください。なお、
イからニまでの事項のうち、記載しないものについては削除して構いません。

～ （略） ～ （略）
 この欄において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ次のとおりとします。  この欄において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ次のとおりとします。
ⅰ）・ⅱ） （略） ⅰ）・ⅱ） （略）
ⅲ）ＢＥＩ 設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基準一次
エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。以下このⅲ）及びⅳ）において


同じ

。）で除したものをいいます。ただし、非住宅部分の「ＢＥＩ」を算出する場合におけ


る当該基準一次エネルギー消費量において「引上げ前の基準一次エネルギー消費量」と

いう。）についての基準省令第３条第１項の規定の適用については、同項中「EST＝｛（ESAC

＋ESV＋ESL＋ESW＋ESEV）×Ｂ＋EM｝×10－３」とあるのは、「EST＝（ESAC＋ESV＋ESL＋ESW＋

ESEV＋EM）×10－３」とします


。「ＢＥＩ」を記載する場合は、小数点第二位未満を切り上げ
た数値としてください。

ⅲ）ＢＥＩ 設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。）を基準一次
エネルギー消費量（その他一次エネルギー消費量を除く。


）で除したものをいいます。


「ＢＥ

Ｉ」を記載する場合は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

ⅳ）

ＢＥＩの基準値 基準一次エネルギー消費量を引上げ前の基準一次エネルギー消費量で
除したものをいいます。なお、非住宅部分を二以上の用途に供する場合にあっては、用途
ごとに算出した基準一次エネルギー消費量の合計を、用途ごとに算出した引上げ前の基準
一次エネルギー消費量の合計で除したものをいいます。「ＢＥＩの基準値」を記載する場合
は、小数点第二位未満を切り上げた数値としてください。

（新設）

ⅴ

）・ⅵ

） （略） ⅳ


）・ⅴ

） （略）

 （略）  （略）
９．～12． （略） ９．～12． （略）

第 十 条 都 市 の 低 炭 素 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し 又 は 破 線 で 囲 ん だ 部 分 の よ う に 改 め 、 前 条 の 規 定

に よ る 改 正 後 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重 傍 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対

象 規 定 と し て 移 動 し 、 前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 る 。

改 正 後 前 条 の 規 定 に よ る 改 正 後

（ 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 の 認 定 の 申 請 ） （ 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 の 認 定 の 申 請 ）

第 四 十 一 条 法 第 五 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 の 認 定 の 申 請 を し よ う と

す る 者 は 、 別 記 様 式 第 五 に よ る 申 請 書 の 正 本 及 び 副 本 に 、 そ れ ぞ れ 次 の 表 の 項 及 び 項 に 掲

げ る 図 書 そ の 他 所 管 行 政 庁 が 必 要 と 認 め る 図 書 （ 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す

第 四 十 一 条 法 第 五 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 の 認 定 の 申 請 を し よ う と

す る 者 は 、 別 記 様 式 第 五 に よ る 申 請 書 の 正 本 及 び 副 本 に 、 そ れ ぞ れ 次 の 表 の 項 及 び 項 に 掲

げ る 図 書 そ の 他 所 管 行 政 庁 が 必 要 と 認 め る 図 書 （ 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す

令
和

年

月


日
金
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報







（ 表 略 ） （ 表 略 ）

２ ・ ３ （ 略 ） ２ ・ ３ （ 略 ）

（ 軽 微 な 変 更 に 関 す る 証 明 書 の 交 付 ） （ 軽 微 な 変 更 に 関 す る 証 明 書 の 交 付 ）

第 四 十 六 条 の 二 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 第 十 一 条 第 一 項 の 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消 費 性 能 適 合 性 判 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 建 築 物 の 建 築 に 係 る 建 築 基 準 法 第 七 条 第

五 項 、 同 法 第 七 条 の 二 第 五 項 又 は 同 法 第 十 八 条 第 十 八 項 の 規 定 に よ る 検 査 済 証 の 交 付 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 そ の 計 画 の 変 更 が 第 四 十 四 条 の 軽 微 な 変 更 に 該 当 し て い る こ と を 証 す る 書 面 の

交 付 を 所 管 行 政 庁 に 求 め る こ と が で き る 。

第 四 十 六 条 の 二 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 第 十 二 条 第 一 項 の 建 築 物 エ

ネ ル ギ ー 消 費 性 能 適 合 性 判 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 建 築 物 の 建 築 に 係 る 建 築 基 準 法 第 七 条 第

五 項 、 同 法 第 七 条 の 二 第 五 項 又 は 同 法 第 十 八 条 第 十 八 項 の 規 定 に よ る 検 査 済 証 の 交 付 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 そ の 計 画 の 変 更 が 第 四 十 四 条 の 軽 微 な 変 更 に 該 当 し て い る こ と を 証 す る 書 面 の

交 付 を 所 管 行 政 庁 に 求 め る こ と が で き る 。

る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第 五 十 三 号 ） 第 十 一 条 第 一 項 の 建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 適 合 性 判

定 を 受 け な け れ ば な ら な い 場 合 の 正 本 に 添 え る 図 書 に あ っ て は 、 当 該 図 書 の 設 計 者 の 氏 名 の 記

載 が あ る も の に 限 る 。 ） を 添 え て 、 こ れ ら を 所 管 行 政 庁 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当

該 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 に 住 戸 が 含 ま れ る 場 合 に お い て は 、 当 該 住 戸 に つ い て は 、 同 表 の

項 に 掲 げ る 図 書 に 代 え て 同 表 の 項 に 掲 げ る 図 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

る 法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第 五 十 三 号 ） 第 十 二 条 第 一 項 の 建 築 物 エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 適 合 性 判

定 を 受 け な け れ ば な ら な い 場 合 の 正 本 に 添 え る 図 書 に あ っ て は 、 当 該 図 書 の 設 計 者 の 氏 名 の 記

載 が あ る も の に 限 る 。 ） を 添 え て 、 こ れ ら を 所 管 行 政 庁 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当

該 低 炭 素 建 築 物 新 築 等 計 画 に 住 戸 が 含 ま れ る 場 合 に お い て は 、 当 該 住 戸 に つ い て は 、 同 表 の

項 に 掲 げ る 図 書 に 代 え て 同 表 の 項 に 掲 げ る 図 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

様式第五（第四十一条関係）（日本産業規格Ａ列４番） 様式第五（第四十一条関係）（日本産業規格Ａ列４番）
（略） （略）
（第二面） （第二面）

［建築主等に関する事項］ ［建築主等に関する事項］

【１．建築主】 （略） 【１．建築主】 （略）

【２．代理者】 【２．代理者】
【イ．氏名】 【イ．資格】 （ ）建築士 （ ）登録第 号
【ロ．勤務先】 【ロ．氏名】
【ハ．郵便番号】 【ハ．建築士事務所名】（ ）建築士事務所（ ）知事登録第 号
【ニ．住所】 【ニ．郵便番号】
【ホ．電話番号】 【ホ．所在地】

【ヘ．電話番号】

【３．設計者】～【５．備考】 （略） 【３．設計者】～【５．備考】 （略）

（注意） （注意）
１．この面は、低炭素建築物新築等計画に係る建築物の新築等が、建築物のエネルギー消費性能
の向上等に関する法律第11条第１項


の建築物のエネルギー消費性能適合性判定を受けなければ

ならない場合にのみ、記載してください。

１．この面は、低炭素建築物新築等計画に係る建築物の新築等が、建築物のエネルギー消費性能
の向上等に関する法律第12条第１項


の建築物のエネルギー消費性能適合性判定を受けなければ

ならない場合にのみ、記載してください。
２．～４． （略） ２．～４． （略）
５．【３．設計者】


の欄は、代表となる設計者及び申請に係る建築物の低炭素建築物新築等計画


に係る他の全ての設計者について記入してください。設計者


が建築士事務所に属しているとき
は、その名称を書き、建築士事務所に属していないときは、所在地は設計者


の住所を書いてく

ださい。

５．【２．代理者】及び【３．設計者】


の欄は、代理者又は設計者


が建築士事務所に属している
ときは、その名称を書き、建築士事務所に属していないときは、所在地はそれぞれ代理者又は


設計者


の住所を書いてください。

（削る） ６．

【３．設計者】の欄は、代表となる設計者及び申請に係る低炭素建築物新築等計画に係る他
のすべての設計者について記入してください。

６．


（略） ７．


（略）
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（
第
三
面
）

（
第
三
面
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



（削る） （第四面）

      

（注意）
１．この面は、低炭素建築物新築等計画に係る建築物の新築等が、建築物のエネルギー消費性能
の向上等に関する法律第12条第１項の建築物エネルギー消費性能適合性判定を受けなければな
らない場合にのみ、記載してください。
２．付近見取図には、方位、道路及び目標となる地物を明示してください。
３．配置図には、縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における建築物の位置、計画に係る建築物と
他の建築物との別並びに敷地の接する道路の位置及び幅員を明示してください。

（第四面）


（第五面）
（略） （略）

（第五面）


（第六面）
（略） （略）

（別紙） 基準省令第10条第２号イの基準、基準省令第10条第２号ロの基準又は令和４年改
正基準省令附則第４項に規定する増築、改築若しくは修繕等をする部分の基準を用いる場合

（別紙） 基準省令第10条第２号イの基準、基準省令第10条第２号ロの基準又は令和４年改
正基準省令附則第４項に規定する増築、改築若しくは修繕等をする部分の基準を用いる場合

（略） （略）
（注意） （注意）
１．１欄は、共同住宅等又は複合建築物については、その


住戸に係る措置について、住戸ごとに

記入してください。なお、計画に係る住戸の数が二以上である場合は、当該各住戸に関して記
載すべき事項の全てが明示された別の書面をもって代えることができます。

１．１欄は、共同住宅等又は複合建築物の

住戸に係る措置について、住戸ごとに記入してくださ

い。なお、計画に係る住戸の数が二以上である場合は、当該各住戸に関して記載すべき事項の
全てが明示された別の書面をもって代えることができます。

２．～９． （略） ２．～９． （略）
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（
国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

国
土
交
通
省
の
所
管
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
一
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
国
の
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分
を

示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
国
の
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分
を

示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
七
十
七

（
略
）

一
〜
七
十
七

（
略
）

七
十
八

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）

第
二
十
三
条
第
四
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
、
第
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十

三
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

七
十
八

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）

第
三
十
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第

六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

七
十
九
〜
八
十
四

（
略
）

七
十
九
〜
八
十
四

（
略
）

第
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を

含
む
。）の
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を

含
む
。）の
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
二
十
四

（
略
）

一
〜
二
十
四

（
略
）

二
十
五

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項

二
十
五

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一

項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
附
則
第
三
条
第
十
項

二
十
六
・
二
十
七

（
略
）

二
十
六
・
二
十
七

（
略
）

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
三
十
五
条
第
一

項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
第
四
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
。
以
下
「
新
規
則
」
と

い
う
。）別
記
様
式
第
二
十
九
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
三
十
五
条
第
一

項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
第
四
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
申
請
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
。
以
下
「
新
規
則
」
と

い
う
。）別
記
様
式
第
三
十
五
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
（
旧
法
第

三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
申
請
書
の
様

式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
二
十
七
及
び
別
記
様
式
第
二
十
九
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
（
旧
法
第

三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
申
請
書
の
様

式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
三
十
三
及
び
別
記
様
式
第
三
十
五
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
法
第
三
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
に
基
づ
き
旧
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
る
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
申
請
書
の
様

式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
二
十
九
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
法
第
三
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
に
基
づ
き
旧
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
る
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
の
申
請
に
係
る
申
請
書
の
様

式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
三
十
五
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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第
十
三
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
当
該
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
十

二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
旧
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
提
出

又
は
旧
法
第
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
旧
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確

保
計
画
の
通
知
に
係
る
計
画
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
。
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）別
記
様
式
第
一
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
第
五
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
法
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
確
保
計
画
の
提
出
又
は
旧
法
第
十
三
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
確
保
計
画
の
通
知
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
変
更
に
係
る
提
出
又
は
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
に
係
る
通
知
に
係
る
計
画

書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
一
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
届
出
書
又
は

旧
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
係
る
通
知
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
二
十

二
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

施
行
日
以
後
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
旧
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
の
法
第
十
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
に
係
る
届
出
書
又
は
旧
法
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
法
第
二
十
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
通
知
に
係
る
通
知
書
の
様
式
に

つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
二
十
二
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
に
係
る
申
請

書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
様
式
第
三
十
三
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
に
係
る
申
請

書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
別
記
第
三
十
七
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
四

月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
及
び
第
九
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
四
条
の
規
定

令
和
八
年
四
月
一
日





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
士
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
第
四
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
図
書
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
存
し
て
い
る
も
の
は
、
当
該
図
書
を
作
成
し
た
日

（
同
号
ロ
に
定
め
る
図
書
に
あ
っ
て
は
、
受
領
し
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
十
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
機
関
省
令
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
十
号
の
二
（
新
機
関
省
令
第
二
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
（
新
機
関
省
令
第
二
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
機
関
省
令
」
と
い
う
。）第
十
五
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
の
二

ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
建
築
基
準
法
」
と
い
う
。）第
六
条
の
二
第
一
項
（
旧
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
七
条
の
二
第
一
項
（
旧
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
四
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
指
定
を

受
け
て
い
る
者
に
係
る
指
定
区
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
の
有
効
期
間
の
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
機
関
省
令
第
五
十
九
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
二
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
新
機
関
省
令
第
五
十
九
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
区
分
に

従
い
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

（
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
六
条

新
機
関
省
令
第
十
四
条
に
規
定
す
る
指
定
確
認
検
査
機
関
の
指
定
、
新
機
関
省
令
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
確
認
検
査
機
関
の
指
定
の
更
新
、
新
機
関
省
令
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
検
査
業
務
規
程
の
認
可
及
び

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
確
認
検
査
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
新
機
関
省
令
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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